
- 1 -

物  質  名 ジメチルスルホキシド ＤＢ－22 
別  名 － 構 造 式 

 
 
 
 
 

CAS番号 67-68-5 
PRTR番号 － 

化審法番号 2-1553 

分子式 C2H6OS 分子量 78.14 
沸点 189℃ 1) 融点 18.45℃ 1) 
蒸気圧 6.1×10-1 mmHg (25℃、実測値) 2) 換算係数 1 ppm = 3.20 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －1.35（実測値）3) 水溶性 混和 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス LD50 経口 7,920 mg/kg 5)  
 ラット LD50 経口 14,500 mg/kg 5)  
 ラット LD50 経口 17,400 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1,100、3,300、9,900 mg/kg/dayを 18ヵ月間（5日/週）強制経口投与した結果、
1,100 mg/kg/day以上の群で投与後に、ときおり円背位姿勢等の行動の変化がみられた。また、
1,100 mg/kg/day以上の群で用量に依存した体重増加の抑制、9,900 mg/kg/day群でヘモグロビ
ン濃度及び赤血球沈殿容積のわずかな減少がみられた。なお、眼の検査では 9,900 mg/kg/day
群で網膜やガラス体液に変化はなかったが、水晶体中心部で屈折率の変化がみられた 6) 。こ

の結果から、LOAELは 1,100 mg/kg/day（ばく露状況で補正：786 mg/kg/day）であった。 
・イヌに 0、1,100、3,300、9,900 mg/kg/dayを 2年間（5日/週）強制経口投与した結果、3,300 mg/kg/day
以上の群で一時的な頭を振る行動、9,900 mg/kg/day群で時折、嘔吐がみられた。また、3,300 
mg/kg/day以上の群で飲水量の増加及び多尿、9,900 mg/kg/day群でヘモグロビン濃度、赤血球
沈殿容積、赤血球数の増加がみられた。9,900 mg/kg/day群では、投与後 5ヵ月までに眼の水
晶体中心部の屈折率の変化（近視）、水晶体の赤道面の混濁や中心部の乳白色化、ガラス体

液の変化がみられ、水晶体の生化学分析で不溶性タンパク質の増加、水分量、可溶性タンパ

ク質、グルタチオン含有量の減少がみられた。同様の眼の変化は 3,300 mg/kg/day群では投与
後 9～10ヵ月でみられ、1,100 mg/kg/day群でも投与後 6ヵ月で水晶体中心部の屈折率の変化
がみられた。なお、3,300 mg/kg/day以下の群では水晶体中心部の乳白色化はなかった 6) 。こ

の結果から、LOAELは 1,100 mg/kg/day（ばく露状況で補正：786 mg/kg/day）であった。 
・サルに 0、990、2,970、8,910 mg/kg/dayを連続 18ヵ月間強制経口投与した結果、8,910 mg/kg/day
群で唾液の分泌過多、嘔吐、食欲不振がみられ、1/6匹は 1週目、12週目に体重が 1～1.6 kg
減少し、残りの 5/6匹は死亡時の体重が試験開始時よりも軽かった。990、2,970 mg/kg/day群
では体重増加のわずかな抑制がみられた程度であった。2,970 mg/kg/day群の血液・臨床化学
検査結果は対照群と同程度であったが、990、8,910 mg/kg/day群については報告されていない。
なお、剖検や理学的検査（血圧、心拍数など）で投与に関連した影響はみられなかった 7) 。

この結果から、NOAELは 2,970 mg/kg/dayであった。 
・ラットに 0、310、964、2,783 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、964 mg/m3

以上の群で鼻の周囲の赤い汚れがみられ、血液、尿、臨床化学検査等で異常はなかったが、
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2,783 mg/m3群の鼻腔の呼吸上皮で偽腺形成や過形成、嗅上皮で好酸性封入体の増加、咽頭で

杯細胞がみられた 8) 。この結果から、NOAELは 964 mg/m3（ばく露状況で補正：172 mg/m3）

であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 275 mg/kg/dayを妊娠 2日目から 5日目または妊娠 8日目から 12日目まで経口投与
した結果、妊娠 2日目から 5日目までの投与で着床の阻害はなく、妊娠 8日目から 12日目ま
での投与で流産はなかった 9) 。 

・ラットに 0、1,000、5,000、10,000 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した
結果、5,000 mg/kg/day以上の群で体重増加の抑制がみられ、胚、胎仔では 5,000 mg/kg/day以
上の群で親ラット 1 匹あたりの早期吸収胚の発生率、着床後胚損失率の増加、生存胎仔の割
合のわずかな低下、胎仔の軽微～中等度の低体重がみられた 10) 。この結果から、母ラット及

び仔の NOAELは 1,000 mg/kg/dayであった。 
・ラットに 0、200、1,000、5,000 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した結
果、5,000 mg/kg/day群で体重増加の抑制がみられ、胎仔では 200 mg/kg/day以上の群で腎盂の
拡張、5,000 mg/kg/day群で低体重、輸尿管の拡張、肋骨の本数の減少や骨化遅延の発生率増
加がみられた 11) 。この結果から、母ラットの NOAELは 1,000 mg/kg/day、胎仔の LOAELは
200 mg/kg/dayであった。 

・ラットに 0、310、964、2,783 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、雌雄の
生殖器官、雌の発情周期、雄の精子数、精子の運動性、形態への影響はなかった 8)  。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚を刺激し、眼に入ると発赤、かすみ眼、皮膚に付くと皮膚の乾燥、経口摂取すると

吐き気、嘔吐、嗜眠、吸入すると頭痛、吐き気を生じる。高濃度の場合、意識低下を引き起

こすことがある。他の物質の皮膚吸収を促進することがある。長期または反復して皮膚に接

触すると、皮膚炎を引き起こすことがある。肝臓、血液に影響を与え、機能障害、血球損傷

を生じることがある 12) 。 
・21～55才の男性ボランティアに 1 g/kg/dayを 12週間皮膚塗布し、38人が試験を完了した（対
照群は男性 18人）。ばく露群の呼気は硫化ジメチル（本物質の代謝物）の臭いがし、皮膚で
は様々な程度の膨疹、紅斑、乾燥、はがれがみられ、鎮静状態、不眠症、吐き気、血液検査

で好酸球増加もみられた。また、眼科の検査では影響がみられなかったが、軽度の羞明、異

物感の訴えや、頻度は少ないものの視覚の乱れ、ぼやけ、周辺視覚の乱れ、眼の疲れの訴え

もあった。眼の症状は、ばく露がなくなると消失した 13, 14) 。 
・43 才の白人女性が間質性膀胱炎の治療のために、薬局で購入した本物質を総量で 132 g（体
重 1 kgあたり 1.8 g）を 2回に分けて下腹部に塗布（処置の間隔は 1時間半）した結果、1回
目及び 2回目の処置の後に口内でニンニク味がしたが、腹痛は改善せず、24時間以内に疲労
感、チアノーゼ、軽度労作の後の呼吸困難がみられた。処置後 10日目に病院を訪れたときに
は、全身性のチアノーゼ、軽度の呼吸困難がみられ、血液の酸素飽和度は 42～47％であり、
入院した。CO-oximeter による測定でメトヘモグロビン値が 47％であり、メチレンブルーを
投与したが、症状は改善せず、OSM-3 CO-oximeter で再分析した結果、スルホヘモグロビン
値が 6.2％で、メトヘモグロビン値は 0.1％未満であった。酸素吸入や濃厚赤血球の輸血が行
われ、3 日後には酸素吸入は続いていたが、症状が改善して退院した。グルコース 6 リン酸
脱水素酵素は正常値の範囲内であった。なお、女性は入院前の数ヵ月間、複数種類の薬剤を

常用し、チアノーゼの症状が出る 11日前から約 2週間ランソプラゾール、かなり長期間アル
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プラゾラムを服用し、チアノーゼ発症の 3日後からフェナゾピリジンを服用していた 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラット、イヌの中・長期毒性試験から得られたLOAEL 1,100 mg/kg/day
（ラットで体重増加の抑制、イヌで水晶体中心部の屈折率の変化）を採用し、ばく露状況で補

正して 786 mg/kg/dayとし、LOAELであることから 10で除した 79 mg/kg/dayを暫定無毒性量等
に設定する。 
  吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 964 mg/m3（鼻腔、

咽頭の組織の変性）を採用し、ばく露状況で補正して 172 mg/m3とし、試験期間が短いことか

ら 10で除した 17 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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